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平
成
28
年
度
の
主
な
組

織
改
正

　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
組
織
改
正

を
行
い
ま
し
た
。
交
流
人
口
の
拡
大
に

伴
う
地
域
経
済
の
活
性
化
や
文
化
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
、
復
興
事

業
の
継
続
的
な
対
応
、
住
宅
政
策
の
総

合
的
な
取
り
組
み
の
推
進
等
の
た
め
の

体
制
を
整
え
ま
し
た
。
主
な
組
織
改
正

は
次
の
と
お
り
で
す
。

交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
に
（
文
化
観

光
局
・
市
民
局
・
経
済
局
）

●
文
化
観
光
局
の
新
設

●
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
お
よ
び
国
際
経

済
・
観
光
部
の
移
管

　
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
や
大
規

模
な
文
化
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
伴
う
地
域
経
済
の
活
性
化
や

文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展

を
図
る
た
め
、
市
民
局
お
よ
び
経
済
局

か
ら
関
連
業
務
を
移
管
し
、「
文
化
観

光
局
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

●
東
北
連
携
推
進
室
の
新
設

　
東
北
の
各
都
市
と
の
広
域
的
な
連
携

を
強
化
し
、
本
市
を
含
む
東
北
全
体
の

交
流
人
口
を
拡
大
す
る
た
め
、
文
化
観

光
局
に
「
東
北
連
携
推
進
室
」（
部
相

当
）
を
新
設
し
ま
し
た
。

復
興
事
業
の
継
続
的
な
対
応
の
た
め
に

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
局
・
健
康
福
祉
局
）

●
復
興
事
業
局
の
廃
止

　
３
月
12
日
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
を

主
会
場
に
「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議

か
ら
１
周
年
の
機
会
に
開
催
し
た
も
の

で
、
仙
台
・
東
北
で
復
興
や
防
災
・
減

災
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
、
行

政
、
研
究
機
関
の
関
係
者
な
ど
が
、
こ

れ
か
ら
の
防
災
推
進
の
た
め
に
地
域
か

ら
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

●
震
災
復
興
室
お
よ
び
生
活
再
建
推
進

部
ほ
か
の
関
係
部
局
へ
の
移
管

　
所
管
事
業
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と

に
加
え
、
継
続
す
る
事
業
に
つ
い
て
も
、

既
存
施
策
と
の
一
体
的
な
取
り
組
み
が

重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
復
興
事
業
の

全
庁
的
な
調
整
や
進し

ん
捗ち

ょ
く

管
理
を
行
う
震

災
復
興
室
を
ま
ち
づ
く
り
政
策
局
に
、

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
事
業
を
行
う

生
活
再
建
推
進
部
を
健
康
福
祉
局
に
移

管
す
る
な
ど
し
、
復
興
事
業
局
を
廃
止

し
ま
し
た
（
被
災
さ
れ
た
方
々
の
各
種

支
援
制
度
等
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
に
つ

い
て
は
、
９
ペ
ー
ジ
参
照
）。

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
市
民

の
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
に
（
市
民

局
）

●
市
民
局
組
織
の
再
編

　
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
市

民
の
安
全
安
心
の
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
区
役
所
と
連
携
し
て
推
進
し
て

い
く
た
め
、
地
域
政
策
部
お
よ
び
市
民

協
働
推
進
部
を
再
編
し
、「
協
働
ま
ち

づ
く
り
推
進
部
」
お
よ
び
「
生
活
安
全

安
心
部
」
と
し
ま
し
た
。

住
宅
政
策
の
総
合
的
な
取
り
組
み
の
推

進
の
た
め
に
（
都
市
整
備
局
）

●
住
宅
政
策
部
の
新
設

　
人
口
減
少
社
会
に
向
け
て
民
間
住
宅

に
係
る
政
策
と
市
営
住
宅
に
係
る
政
策

と
を
一
元
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
住

宅
政
策
部
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
仙
台
市

追
悼
式
を
開
催
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被
災
し
た
南
蒲
生
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
新
水
処
理

施
設
が
完
成

　
市
内
の
約
７
割
の
汚
水
を
処
理
す
る

南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
後
、

段
階
的
に
復
旧
工
事
を
進
め
な
が
ら
暫

定
施
設
で
処
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
新
し
い
水
処
理
施
設
の
一

部
の
運
転
を
開
始
。
３
月
に
は
全
て
の

水
処
理
施
設
が
完
成
し
、
１
日
当
た
り

約
40
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
処
理
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
施
設
は
地
震
や
津
波
な
ど
災
害
に

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
５
年
と

な
る
３
月
11
日
、
宮
城
野
体
育
館
に
お

い
て
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
約

４
０
０
人
が
参
列
。
政
府
主
催
の
追
悼

式
が
中
継
さ
れ
、
地
震
発
生
時
刻
の
午

後
２
時
46
分
に
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ

げ
ま
し
た
。

　
奥
山
市
長
は
「
震
災
の
記
憶
と
経
験

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
責
務
。
今
後
も
さ
ら
な
る
復
興

を
成
し
遂
げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
仙

台
と
未
来
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に

力
を
尽
く
し
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

な
取
り
組
み
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
奥
山
市
長
は
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
５
年
の
節
目
に
、
あ
ら

た
め
て
復
興
や
防
災
・
減
災
の
歩
み
を

考
え
る
一
日
に
し
て
ほ
し
い
。
今
後
も

市
民
や
企
業
、
大
学
な
ど
多
様
な
主
体

が
連
携
し
な
が
ら
、
防
災
環
境
都
市
・

仙
台
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
国
連
事
務
総
長
特
別
代

表
（
防
災
担
当
）
の
ロ
バ
ー
ト
・
グ
ラ

ッ
サ
ー
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

「
世
界
規
模
で
気
候
変
動
や
人
口
増
加
、

災
害
の
複
合
化
が
起
き
る
中
、
世
界
各

国
が
災
害
リ
ス
ク
の
低
減
に
つ
い
て
合

意
し
た
『
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５
―

２
０
３
０
』
の
意
義
は
大
き
い
。
今
後

も
震
災
の
経
験
を
世
界
に
発
信
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
市

民
参
画
、
女
性
や
学
生
の
視
点
な
ど
11

の
テ
ー
マ
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ

る
ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
防
災
・
減

災
に
取
り
組
む
企
業
や
大
学
な
ど
の
ブ

ー
ス
展
示
、
被
災
地
の
女
性
た
ち
が
作

成
し
た
手
仕
事
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ

れ
、
各
会
場
を
訪
れ
た
約
１
１
０
０
人

の
参
加
者
は
熱
心
に
聴
講
や
見
学
を
し

て
い
ま
し
た
。

●
各
組
織
の
業
務
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

全体的にかさ上げすることで津波に強い施設に

障害を理由とする差別のない
社会を目指して

仙台市長　奥山 恵美子

　ピカピカの１年生や、いまだスーツ姿がぎ
こちない新入社員など、まちにフレッシュな
気分があふれる４月。本市でも新たに「仙台
市障害を理由とする差別をなくし障害のある
人もない人も共に暮らしやすいまちをつくる
条例」がスタートしました。
　私たちのまちにはさまざまな障害のある
方々が暮らしており、そうした皆さんはしば
しば生活上の困難に遭遇し、差別されている
と感じておられます。しかしながら、日常的
にどんな困難がありどんな場面で差別されて
いると感じるのか、具体にイメージできる方
は少ないのではないでしょうか。
　このたびの条例の制定は、障害についての
理解を深めるチャンスです。平成26年度に
障害者への差別や配慮の事例を募集したとこ
ろ、722件の応募がありました。「交通機関
の利用や不動産の賃借を断られた」というケ
ースや「問い合わせ先に電話番号しか記され
ておらず困った」「病気の症状で疲れやすく
集中しにくい時があるのだが、怠けていると
怒られた」といった事例も。障害種別で見る
と、肢体不自由の方のお声が89件と一番多く、
次いで知的障害が71件、精神障害が58件と
続いています。見えない障害に対して、十分
な理解や配慮を備えるに至っていないことが
うかがわれます。一方、「多くの人がいる病
院の待合室が苦手なので自家用車の中で待た
せてもらい、順番が来た時に声を掛けてもら
った」など配慮があって助かったという好事
例も68件ありました。これらの事例をまと
めた「障害のある人もない人も暮らしやすい
仙台を目指すための事例集」には、今後の差
別解消のまちづくりに向けて、貴重なヒント
がいっぱい盛り込まれています。区役所等で
配布しておりますので、ぜひご覧ください。
　幕末から明治にかけて仙台に実在した「仙
台四郎」。知的障害がありほとんど話すこと
ができなかったと言われていますが、四郎が
訪れた店は繁盛すると評判がたち、各店で
「福の神」として大切にもてなしたと伝えら
れています。昔から今に至るまでこのまちに
続く共生の心を、さらに磨き上げてまいりま
しょう。

し
た
。
そ
の
後
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の

有
志
に
よ
る「
み
や
ぎ
の『
花
は
咲
く
』

合
唱
団
」
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
歌

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
と
各
区
等
に
設
置
し
た

献
花
場
に
は
、
合
わ
せ
て
約
７
１
０
０

人
の
方
が
追
悼
に
訪
れ
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

強
く
、
ま
た
、
太
陽
光
お
よ
び
小
水
力

発
電
設
備
を
導
入
す
る
な
ど
環
境
に
も

配
慮
し
た
未
来
志
向
型
の
処
理
場
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。


